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価値創出を加速するデジタルソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S

公共分野におけるクラウド活用を促進する
システム構築運用容易化技術

小林 美都成｜Kobayashi Mitsunari

廣野 正純｜Hirono Masazumi

河野 泰隆｜Kono Yasutaka

公共分野の情報システムは，政府から示された「クラウド・バイ・デフォルト原則」により，クラウ
ドサービスの利用を第一候補として検討することとなる。しかし，SaaS/PaaS/IaaSあるいはパブ
リッククラウド／プライベートクラウドの中からどのような提供形態のクラウドサービスを利用するか
は，コストやデータ保護などの観点から選択する余地がある。このため，顧客の要件に合わせ
て，SaaSとして提供したり，IaaS/PaaS上にシステム構築して納めたりするなど，ソリューションを柔
軟に提供することが求められている。
日立は，これを実現するため，公共分野のデジタルソリューション案件で共通的に使われる部品
群をパッケージ化し，さまざまな提供形態において共通手段で構築・運用可能にする技術を開
発した。

1. はじめに

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空
間）を高度に融合させたシステムにより，超スマート
社会の実現をめざすSociety 5.0のビジョンが政府によ
り提唱された1）。ビジョンの実現には，AI（Artifi cial 
Intelligence）やIoT（Internet of Things）などの新たな
技術の活用がカギとなる。
公共分野においては，Society 5.0時代にふさわしい行
政サービスの実現に向け，デジタル技術の徹底活用など
による行政サービスの見直しをめざすデジタル・ガバメ
ントに向けた取り組みが進められている。その一つとし
て「クラウド・バイ・デフォルト原則」が示され，公共
分野の情報システム（以下，「システム」と記す。）はク

ラウドサービスの利用を第一候補として検討することと
なる2）。
日立は，社会イノベーション事業により持続可能な社
会を実現するという理念の下，オープンな協創を実現す
るプラットフォーム「Lumada」を提供している。そし
て，Lumadaを核として社会イノベーションを実現する
ソリューションを迅速に提供することで，顧客の事業価
値向上だけでなく，公共サービスの改善による社会価値
および環境価値の向上，ひいてはSociety 5.0の実現に貢
献することをめざしている3）。
本稿では，2章にて公共分野のクラウドサービス活用
の現状を紹介したのちに，3章にてクラウドを活用した
システムの構築・運用における要件と技術課題について
述べる。4章では技術課題を解決するシステム構築・運
用容易化技術を紹介し，5章では当該技術を足がかりと
した今後の事業展望について述べる。
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2. 公共分野におけるクラウド活用の現状

2.1

クラウドを活用したシステムの提供方法の変化

先述したように，「クラウド・バイ・デフォルト原則」
により，公共分野のソリューションではクラウドサービ
スの利用を第一候補として検討することとなる。しかし，
SaaS（Software as a Service） やPaaS（Platform as a 
Service），IaaS（Infrastructure as a Service）あるいは
パブリッククラウドやプライベートクラウド，ハイブ
リッドクラウドの中からどのような提供形態のクラウド
サービスを利用するかは，コストやデータ保護などの観
点から選択する余地がある。
一般にクラウドを活用したシステムの提供方法には二
つの形態がある。一つ目は，顧客オンプレミスや顧客が
利用しているIaaSやPaaS上に日立がシステムを構築し
て提供するSI（System Integration）型，二つ目は日立が
構築・運用するシステムを顧客にSaaSとして提供する
サービス型である。従来，公共分野においては顧客オン
プレミス上に機密データを扱う基幹業務システムを個別
に開発するSI型での提供が主流であった。しかし，AIや
データ分析を活用したソリューションは適用効果の大小
が顧客ごとに異なるため，スモールスタートに対する
ニーズが増加している。また，パブリッククラウドへの
一部データの配置が許容されるなどセキュリティ要件も
多様化している。このような背景から，サービス型の提
供形態も増加している。

2.2

多様な形態で提供されるソリューションの事例

日立の公共分野の事業領域で，多様な形態で提供して
いるソリューションの事例として材料開発ソリューショ
ン（MI：Materials Informatics）4）を取り上げる。国際競
争が激化する材料開発分野では，新材料の材料特性や三
次元構造に関する膨大なシミュレーションデータや実験
データをいち早く分析して，競合他社に先んじて材料開
発の指針を見いだすことが求められている。MIは上述の
ような新材料に関するデータの高速分析を支援するソ
リューションである。
材料開発は公的研究機関や民間企業の研究投資に関わ
る課題であるため，分析対象のデータを自社テナント内
に保持したいという要望がある。これらの要望に応える
ため，MIをSI型およびサービス型の両形態で提供してい
る（図1参照）。
SI型では材料開発のシステムをプライベートクラウド
や顧客オンプレミスに構築する。サービス型では材料開
発のシステムをSaaSとして月単位契約にて提供する。い
ずれの提供形態においても，多様な顧客要件に柔軟に応
えるため機能のカスタマイズに対応している。MIでは第
4章で述べる技術をシステムの構築・運用に適用するこ
とで，柔軟なカスタマイズとさまざまな提供形態による
迅速なソリューション提供の両立を実現している5）。

3.  クラウド活用システムの構築運用に
対する要件と課題

MIのように多様な要件に柔軟に応えられるソリュー

・ 顧客のプライベートクラウドやオンプレミスに構築
・ 機密情報を社内に保有
・ 業務システムとして長期利用

・ 日立が管理するクラウドなどに構築
・ クラウド上にデータを保有
・ 単月からのスモールスタート
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図1｜材料開発ソリューションの提供形態
材料開発ソリューションは，ソリューションを実現する
システムに対する顧客ニーズに基づき，システムを顧
客のオンプレミスに構築して提供するSI型や，ウェブ
を介してSaaSとして提供するサービス型の提供を行
う。提供形態や個別顧客の要望によって，同一ソ
リューションでも，システムに個別のカスタマイズを要
する。

注：略語説明など
SI（System Integration），MI（Materials Informatics），SaaS（Software as a Service），ALB（Application Load Balancer），
EBS（Elastic Block Store）
※1）Jupyterは，NumFOCUS, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標である。
※2） Application Load Balancer，Amazon Elastic Block Storeは，Amazon Web Services, Inc.の米国およびその他の国にお

ける登録商標または商標である。
※3） PostgreSQLは，PostgreSQL Community Association of Canadaのカナダおよびその他の国における登録商標または商標

である。
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ションは，さまざまな顧客にアプローチできる反面，そ
の開発や構築，運用にかかるコストを低減することが課
題となる。本章では，多様な要件を持つ顧客に，システ
ム構成を柔軟にカスタマイズしつつ，さまざまな形態で
ソリューションを迅速に提供することを実現するための
技術要件を述べる。
・要件と課題1：システムの柔軟かつ迅速な開発
顧客ごとに提供形態やシステム構成のカスタマイズを
施すと，システムの開発コストが膨大になる。顧客の要
望に応えるには，システムの柔軟かつ迅速な開発と低コ
スト化の両立が求められる。これを実現するためには，
システムを構成する個別機能を顧客オンプレミスや多様
なクラウド環境（マルチクラウド）で共通利用可能な形
式にパッケージ化して，開発者間での共有・再利用促進
によるシステム開発の効率化を図ることが課題である。
・要件と課題2：マルチクラウドでのシステム構築の容
易化
システムをマルチクラウドで柔軟に提供するには，構
築先の環境に応じて変更するべき多数のシステムパラ
メータの設定業務の容易化が求められる。このようなパ
ラメータは他のパラメータと互いに複雑に依存している
ため，パラメータ間の整合性を考慮した設定業務の自動
化が課題である。
・要件と課題3：システム監視の個別対応コストの削減
マルチクラウドでのシステム運用では，環境ごとに監
視方式や標準ソフトウェアが異なり個別対応を要するの
で，このような監視業務の共通化が求められる。環境ご
とのシステム監視方式の差異を吸収して，監視データの
管理やアラート設定，障害切り分けなどの業務を共通的
な機構で実施可能にすることが課題である。

4.  クラウドを活用したシステム構築運用
容易化技術

本章では，前章で述べた課題を解決するクラウドを活
用したシステム構築運用容易化技術について述べる。初
めに本技術の全体像を図2に示す。
本技術が提供する機能を前章で述べた課題に対応づけ
て以下に述べる。
・機能1：Docker※1），Kubernetes※2）によるシステム機能
の部品化と共有レポジトリ公開
仮想化技術の一つであるDockerコンテナとデファク
トスタンダードのコンテナオーケストレータである
Kubernetesを用いて，ミドルウェアやPaaSなどの個別機
能をパッケージ化する。Kubernetesはマルチクラウドで
利用可能であるため，機能部品はどの環境でも同様に利
用できる。個別の機能を持つパッケージを開発者間の共
有レポジトリで管理して，ソリューションやシステムを
越えた再利用を可能とする。
また，機能部品を組み合わせて開発されたシステム構
成も，上位のパッケージとして開発者間で共有・再利用
できる。開発者は既存のシステム構成を踏襲しつつ，顧
客の要望に応じて一部の機能部品をカスタマイズするだ
けでシステム提供が可能となる。
・機能2：システムパラメータ間整合性チェック機能
システム構築先の環境に応じて変更を要するパラメー
タについて，依存関係のあるパラメータ間の整合性をシ

※1） Dockerは，Docker, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または
商標である。

※2） Kubernetesは，The Linux Foundationの米国およびその他の国における登
録商標または商標である。
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図2｜ クラウド活用システム構築運用容易化
技術の全体像

機能1ではデファクト標準技術を用いて機能の部品
化と再利用を可能とする。機能2ではシステム構築先
によって異なるパラメータの設定容易化を可能とす
る。機能3では監視データモデル変換により共通ソフ
トでマルチクラウドの監視を可能とする。

注：略語説明など
Vol.（Volume）
※1）Amazon CloudWatchは，Amazon Web Services, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標である。
※2）Azure Monitorは，Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標である。
※3）Prometheus，fl uentdは，The Linux Foundationの米国およびその他の国における登録商標または商標である。
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ステム構築時に自動でチェックする。チェック対象のパ
ラメータの例として，機能部品の実行に関するもの，性
能に関するものが挙げられる。
前者は，仮想ネットワークやストレージなど，一部の
機能部品がその実行環境固有である場合があり，また構
築先のクラウドごとに機能部品の実行に必要な仮想リ
ソースやサービスを指定したり，コンテナイメージの参
照先を指定したりするものなどがある。後者は，システ
ムの性能指標の増減に対して，協調的に変更すべきコン
テナやコンテナ上のミドルウェアのリソース割当量など
を指定するものなどがある。このようなパラメータにつ
いて，他のパラメータ間の依存関係を検出して制約条件
に対する判定処理を実施する。これにより，マルチクラ
ウドへのカスタマイズを伴うシステム構築における設定
の容易化を可能とする。
・機能3：マルチクラウド監視データ変換技術
環境ごとに異なる監視ソフトウェアが生成する監視
データを，リアルタイムに収集してデータモデルを変換
する。変換後の監視データは，マルチクラウドに共通の
監視ソフトウェアを用いた監視業務に利用する。
多様なソリューションや案件に対して共通的に利用で
きることが求められる機能であり，監視対象のシステム
には，機能部品としてコンテナのみならず多様なクラウ
ドで実行されるPaaSが含まれる。本機能では，クラウド
や監視対象の種類によらず監視データの収集と変換を施
すために，システム構築に伴い実行される機能部品をク
ラウドで横断的に自動検出して，収集したデータの種類
に応じた適切なモデル変換規則を適用する機能を提供す
る。これにより共通の方式でのシステムの監視を可能と
する。

5. おわりに

本稿では，クラウドサービスの利用拡大が期待される
公共分野における，クラウド活用を促進するシステム構
築運用容易化技術について紹介した。本技術の適用によ
り，ソリューションの実現に必要なシステムを顧客ごと
に柔軟にカスタマイズしつつ，多様な環境，提供形態で
迅速かつ低コストで提供することを可能とする。
本稿で紹介した技術を活用した事業の展望として，ハ
イブリッドクラウドに対応したソリューション事業の拡
大が挙げられる。公共分野では，データセキュリティの
確保は多くの顧客の懸念事項であり，昨今は個人情報の

管理に関する規制も強化される傾向にある。こうした状
況下において，クラウドサービスとして提供される先進
デジタル技術と，顧客が有する機密データなどを効果的
かつ安全に掛け合わせたソリューション事業を通じて，
顧客事業の価値向上に貢献していきたいと考えている。
本稿で紹介した技術を活用し，こうしたソリューション
の開発と提供を積極的に行う。
公共分野におけるソリューションの開発と再利用では
Lumadaが適用されつつある。本論文で紹介した技術は，
Lumada上でクラウドを活用したソリューションを提供
するにあたり直面した課題を先行的に解決したものであ
り，今後Lumadaへの機能取り込みによる他のビジネス
展開を検討している。

参考文献など
1） 内閣府，Society 5.0（2016年）， 

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

2） 内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室，政府情報システムにお
けるクラウドサービスの利用に係る基本方針（2018.6）， 
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/

cloud_%20policy.pdf

3） 中村秀樹，外：新たな価値創出のためのLumadaプラットフォーム
サービス，日立評論，101，3，365～369（2019.6）

4） 日立製作所，材料開発ソリューション（日立製作所 Lumada ソ
リューション）， 
http://www.hitachi.co.jp/products/it/lumada/solution/lumada_

s_010043.html

5） 森田秀和：マテリアルズインフォマティクスを適用した材料開発ソリュー
ションと今後の展望，日立評論，102，3，409～412（2020.6）
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